
公共交通を中心とした 
姫路市総合交通計画の取り組み 

２０１８年２月 

姫路市 



人口：約５３万人 
世帯数：約２２万世帯 
面積：約５３４ｋｍ２ 

高齢化率：約２６％ 

２ 

(平成２９年１０月末時点) 

姫路市の概要 



姫路市内における公共交通の現状 
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交通事業者 駅・停留所数 路線・系統 備考 

ＪＲ 16 
新幹線、山陽本線、 

播但線、姫新線 

2005年3月ひめじ別所駅開業 
2008年3月はりま勝原駅開業 
2016年3月東姫路駅開業 

山陽電車 15 本線、網干線 

神姫バス 約700 約112系統 2010年3月市営バス事業を移譲 

離島航路 ５航路 姫路－家島2航路、姫路－坊勢島2航路、家島－坊勢島 1航路 

左図：姫路市鉄道網 
下図：離島航路  

家島 

坊勢島 



公共交通を中心とした姫路市総合交通計画の策定 

都市・地域総合交通戦略 
地域公共交通網形成計画  

展開すべき主要な施策 ３つの柱 

姫路駅の交通結節機能の向上と都心の回遊性の向上と

ともに、鉄道と他手段の連携機能強化や鉄道、バスの機

能強化によって、公共交通の利便性向上をめざす 

公共交通の利便性向上 
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公共交通の利用環境改善 

乗り継ぎ抵抗の軽減や情報案内の充実によって、利用し

やすい公共交通利用環境をめざす 

参画と協働の推進 

公共交通の利用促進活動の充実、公共交通利用促進組

織の支援によって、市民と交通事業者・行政が協力し、公

共交通の活性化をめざす 

公共交通利用者数の減少と 
事業採算性の低下 

中心市街地に流入する 
大量の自動車交通 

バリアフリー化や乗り継ぎ改善
が必要な交通結節点 
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具体的な数値目標 

一人当たりの年間平均公共交通利用回数 

100回（2007年度現在）⇒ 120回（2020年度目標） 

長期的な人口減少社会においても市民一人当たりの公共交通利用回数
を増やすことで利用者数を増加させるとともに、市民一人ひとりが具体的
な目標を共有することにより、日常の交通行動を見直すきっかけとなるよ
う、数値目標を「2007年度の一人当たり年間平均公共交通利用回数“約
100回”を、2020年度には“120回”に増加させること」と定める 

自動車から公共交通への利用転換による二酸化炭素排出削減量 

1万トン／年（2020年度目標、2007年度比） 

姫路市総合計画に掲げる都市づくりの基本理念の一つである“自然との
共生”を実現するためにも、「自動車から公共交通への利用転換により、
2020年度には2007年度に比べ二酸化炭素排出量を1万トン削減すること」
をもう一つの数値目標に定める 

計画の目標 
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JR姫路駅 

山陽電鉄 
姫路駅 

中央コンコース 

西側自由通路 

東側自由通路 

東側一般車乗降場 

西側一般車乗降場 バス乗降場 

     姫路ターミナルスクエア  
  ２０１５年３月２７日オープン 

東
改
札 

中央改札 

日本最大規模の駅前空間 
駅前広場面積約6,400㎡ が⇒ 約16,000㎡に（約2.5倍） 

 ※ 駅前空間は約５倍の面積（約３万㎡）に !! 

ＪＲ新駅ビル（ピオレ姫路） 
２０１３年４月３０日オープン  

ＪＲ姫路駅北駅前広場 
「播磨の中核都市にふさわしい都市の顔」 
基本コンセプト：「城を望み、時を感じ人が交流するおもてなし広場」 
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大手前通り 
トランジットモール導入 

２０１５年４月規制開始 

シェアサイクル 
２０１６年７月本格運用 

バスロケーションシステム 
２０１５年３月導入 



トランジントモール導入 
2012年6月～ 
道路法による通行制限を実施 
2015年4月～ 
 道路交通法による通行規制 
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整備前 

整備後 

ＪＲ姫路駅北駅前広場及び 
トランジットモール整備前後 

正面に世界文化遺産・国宝姫路城を臨む大手前通り 

 
 
 
 
 
 
 
 

車両通行禁止 
（路線バス・ 

タクシーを除く） 



２０１７年度 ２０１６年度 

〇 高次都市機能が集積するＪＲ姫路駅周辺に 
 おける公共交通の２次交通として導入 
〇 現在、サイクルステーション２０か所、自転車１８０ 
 台で運用中 
〇 中心市街地における通勤や観光での利用が定着  
 しつつあり、回遊性の向上や都市の魅力向上に貢献 
〇 ネーミングライツスポンサーとして地元企業も協力 

シェアサイクル「ミミちゃん号西松屋チェーン姫ちゃり」 
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【利用実績】（２０１６年７月本格運行～２０１７年１１月まで） 
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ＪＲ姫新線における取り組み 

L=50.9km 

佐用 

上月 

播磨新宮 

本竜野 

姫路 

余部 

姫路市内 

23→35 
+12本 

26→34 
+8本 

50→66 
+16本 66→68 

+2本 

79→90 
+11本 

2006～2009年度 
ＪＲ姫新線輸送改善事業 
対象区間：姫路～上月駅間（L=50.9km） 
事業主体：兵庫県、姫路市、たつの市、 
        佐用町、ＪＲ西日本 
新型車両の導入：高速気動車19両の導入 
地上設備改良：軌道強化、曲線改良、安全 
   側線新設、ＣＴＣ、ホーム嵩上げ、等 
事業効果：姫路～上月駅で平均約9分の短縮 

2010～2011年度 
ＪＲ姫新線増便社会実験 
増便数：区間により2～16本（図参照） 
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ＪＲ姫新線における取り組み 
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ＪＲ姫新線 年間乗車人員の推移 

万人 

ＪＲ西日本と沿線自治体、兵庫県により「チャレンジ３００万人乗車作戦」を展開 
車両基地見学会やＭＭ、企画列車などの利用促進策の取り組みを推進 



公共交通空白地における取組  
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お客さんから「コミバスが無
くなったら困る」「続けて欲し
いから、できるだけ乗るよう
にしてます」といった意見を
よく聞きます。 
運転は気を遣いますが、「あ
りがとう」の声が元気の源に
なっています。 

家島、坊勢コミュニティバスの事業スキーム 

＜運行事務を委託＞ 

• 事業主体として「市町村運営有
償運送（空白地輸送）」の許可を
取得 

• 運行管理者 

姫路市 
 

• 運行日誌の作成、報告 
• 車両の点検、管理 
• 運転手のシフト作成 
• 車両の運転（一人あたり２回／週

程度、１回あたり半日の運行） 

地元自治会 



公共交通利用者の推移（1993～2016年度） 
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公共交通（鉄道、路線バス）乗車人員の推移 

本計画の取り組み開始後、2009年度比較で 
2016年度乗車人員は約１割、444万人増加 

万人 

４４４万人増加 



環境改善量の推計(鉄道・路線バス） 

 計画基準年である２００７年度と比較して、２０１６年度は、 
  ＣＯ２ 約６，０００ｔ 削減（推計） 

（内訳： 鉄道 約８，１００t 削減、路線バス  約１，９００t増加） 
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環境改善量推計の考え方 
 ・ 公共交通利用者の増加人員が自動車から鉄道・路線バスに転換されたものと仮定 
 ・ 計画評価基準年を２００７年度とし、各年度を比較評価 
 ・ 推計ＣＯ2削減量＝公共交通日当たり乗車人員増分×自動車の平均トリップ長 
              ×各モードの輸送量当たりのCO2排出量の差分×３６５日 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

輸送量当たりのＣＯ2排出量(g-CO2/人ｷﾛ） 

国土交通省（２００６年度実績） 
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